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1. 報告要旨
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内閣⼈事局では、職場環境改善を通した望ましい働き⽅の実現、職員の⽣産性と働きがいの向
上、さらには働き⽅改⾰の他省庁への波及を⽬的として、⾃局のオフィス改⾰業務を進めてきた。令
和3年度業務では、⼈事⾏政担当エリアのマスタープランの作成と、12名のモデルオフィスの改装を実
施し、改装効果をさまざまな⾓度から検証した。

これを受け令和4年度業務では、⼈事⾏政担当エリア全体を対象にオフィス改装を実施した。

令和4年度業務は、前年度に作成したマスタープランを、いくつかの建物制約条件に照らして微調
整し新しいマスタープランを完成させることから始めた。ごく⼀部を除き席数を利⽤者数の8割とし、シ
マ（班）毎のグループアドレス制で運⽤する事とした。

マスタープラン完成後は、⽂書削減活動やオフィス改⾰チームの結成等の諸活動を通して改装準
備を進め、また職員の意識⾼揚を図った。

オフィス環境の変化が、職員の意識や⾏動にどう影響するかを主観アンケートにより定量的に把握
し、変化前後での⽐較分析を⾏った。「業務内容や相⼿に応じた場所の選択」は、改装前には重要
度が低かったが、改装後の重要度は顕著に上がった。オフィス改装を通して、これらがより重要であると
の意識・認識が⾼まってきた結果と⾔える。アクティビティ調査からも、働く場所についての選択が多
様化した様⼦が検証された。そのほか、「業務に合わせて場所や働き⽅を選択することで、業務効率
が向上した」と答えた職員が増加、ストック・フロー両⾯でペーパレスが確実に進展、会議室予約率
の改善など、概ね望ましい結果を得ることができた。

オフィス改装と働き⽅改⾰は表裏⼀体だが、職員の巻き込み、参加意識の醸成を丁寧に⾏うことで
際⽴った効果が表れることが検証された。この実績を広く共有することで他省庁への波及が進み、霞
が関全体の働き⽅改⾰を推進・加速させることが望ましい。
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2-1. 昨年度業務の振り返り
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 職場環境を改善し望ましい働き⽅を実現すること、そして職員⼀⼈⼀⼈の⽣産性を向上させることを
⽬的として、令和3年度業務において①現状の把握、②内閣⼈事局オフィスのマスタープランの作成、
③マスタープランに基づくモデルオフィスの構築、④結果の評価を実施した。

 12名のモデルオフィスでは、6割の書類減量やクリアデスクの定着、フリーアドレス採⽤による場所に依
存しない業務遂⾏の実現、働く意識の⾼まりなど、総じてポジティブな評価が得られた。

⽬的とゴール オフィス計画要件 マスタープラン

改装後モデルオフィス 事後評価︓意識と⾏動 事後評価︓アクティビティ



2-2. 本年度業務の⽬的とゴール、主な業務イベント
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 令和3年度業務で定めた⽬的に従い、内閣⼈事局の全オフィス改装を⼀年前倒しして令和4年度
に実施した。

 実施に当たっては、令和3年度に作成したオフィスマスタープランを、建物の制約条件等に照らして調
整した。またオフィス改⾰推進チームに加え、コミュニケーションデザインチームを⽴ち上げ、ポータルやオ
フィス改⾰通信、ワークショップ等を実施しながら、局内職員への趣旨周知と巻き込みを図った。

 3⽉9⽇のオフィス改装完了後は、結果を評価し、局全体を通してポジティブな変化を検証した

•2022年10⽉ 本年度⽅針の幹部・庶務説明
•2022年11⽉ 改装前主観アンケート

ワークショップ
マスタープラン更新

•2022年12⽉ 更新版マスタープラン承認
改装前書類量調査

•2022年12⽉ 物品および役務⼊札公告
〜2023年2⽉ 〜⼊札
•2023年2⽉ 改装前アクティビティ調査

⼯事事業者と協議、現地調査
•2023年2⽉ ３回に分けてオフィス改装実施
〜3⽉5⽇
•2023年3⽉ 改装後調査（主観アンケート、

アクティビティ、書類量等）

令和3年度作成の⽬的とマイルストーン 令和4年度業務の主な業務イベント
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3-1. マスタープラン ゾーニング案
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ゾーニング計画︓全体
では、職員⼀⼈⼀⼈の⽣産性を⾼め、働きがいを向上する為に空間構成はどのようなものが良いか検討していきます。
前⾴の１〜３を実現するために対象エリア全体でどの機能をどこに配置するか＝ゾーニングを計画していきます。
まず、⼤きな括りで、壁で仕切られた「個室」エリアと、壁が無い「オープン」エリアのゾーニングを計画します。
コミュニケーションとレイアウト柔軟性を考慮し、オープンな執務エリアは出来るだけ⼀塊にまとまった形で取った⽅が望ま
しいのでエリアの中央に配置します。※コーナーに配置するとそのエリアがアンカーとなり、レイアウト柔軟性を阻害します。
また、L字型の躯体特性を活かし、個室等は左右のエリアに集約します。

 オープンなエリアは出来るだけ⻑⽅形に近い形でとる
 個室はまとめる

2022年3⽉31⽇付 「令和3年度 内閣⼈事局の
執務環境整備に関する調査業務 調査報告書」より引⽤

オープンな執務エリア 個室エリア個室エリア



3-1. マスタープラン ゾーニング案
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ゾーニング計画︓執務エリア
オープンな執務エリアを中央に配置しましたが、左右60M、上下11Mの横⻑の空間内でどのようにすればコミュニケーションが
取りやすくなるか検討していきます。

2022年3⽉31⽇付 「令和3年度 内閣⼈事局の
執務環境整備に関する調査業務 調査報告書」より引⽤
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3-2. マスタープラン 全体レイアウト案
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執務エリア 個室エリア

image image

コミュニケーションエリア

image

マスタープラン
中央のコミュニケーションエリアにミーティング他に、パーソナルロッカー/パント
リー/⽂房具置き場等ユーティリティ機能を配置することで、マグネットスペー
スとしての役割を果たす。
窓側のコミュニケーションエリアは各席から近いのでクイックに打合せや情報
共有をすることが出来る。

88席
+4席（庶務担当）

+6席（職員担当）

1,200㎜

1,200㎜

・・・幹部個室（6室）
・・・秘書エリア（3席）
・・・会議室（3室）

・・・執務エリア（98席）配席率80％

・・・コミュニケーションエリア
（ミーティングエリア+ユーティリティエリア）
（書庫/コピー機等）
※収納量︓対現状⽐50％減

1,200㎜ 1,800㎜

 通路幅︓1,200㎜程度を確保
※成⼈男性の肩幅がおおよそ600㎜ですので、
1,200㎜の通路は⼤⼈が2名すれ違える幅です

 デスク間通路︓1,800㎜程度を確保
※デスクに座った際の⼈+椅⼦の奥⾏きが600㎜程度です

1,800㎜のデスク間通路は両側に座っても
中央に⼤⼈が1名が歩ける幅となります

1,800㎜

・・・個室ブース（4室）

1,200㎜
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3-3. マスタープラン 個室エリア（縮⼩時参考案）
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個室エリア
幹部個室は現在よりもコンパクトにし、会議室として利⽤できる個室を配置する。
幹部室の什器は、執務デスクと会議テーブルは同⼀として、幹部の増減でいつでも幹部室と会議室が⼊れ替われるようにする。

執務デスクと会議テーブルは同⼀とする



3-4. マスタープラン 執務エリアのレイアウト案
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執務エリア
執務エリア中央に設けたコミュニケーションエリアに各職員が必ず⽴ち寄ることを企図したゾーニングです。
パーソナルロッカーは登庁時と退庁時に寄りますし、冷蔵庫や電⼦レンジ等のパントリー機能も集約配置し、周りにカウンターやテーブルを配置すると
⼈が集まりやすく、偶発的なコミュニケーションの創出につなげられることが出来ます。

image: パーソナルロッカー image: ⽂房具置き場 image: コミュニケーションエリア



3-5. マスタープラン 執務デスク案
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執務エリア︓執務デスク
執務デスクにはキャスターが付いている為、フレキシブルに移動できる反⾯、秩序ないレイアウトになる可能性がある。
ある程度のレイアウトフレキシビリティは個⼈に委ねるが、ルール決めをする必要があると考えております。
そこで、3M⾓のグリッドの中でレイアウトパターンを提⽰し、この範囲のなかで⾃由にカスタマイズ頂いても良いかと考えました。
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

デスクレイアウトをカスタマイズする場合は、①〜⑨のパターンを組み合わせ

※コンセント位置は■位置で固定です。 ※1マス2デスクまで

コンセントイメージ

執務デスク
※キャスター付き

3M

3M

ビルの柱間が6Mピッチの為、3Mの倍数でグリッドモジュール
を取ると天井の照明等設備関連との整合性が取りやすい

6M



3-6. マスタープラン 窓側エリアのファシリティ案
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執務エリア︓窓側
窓側には業務内容に合わせて場所を選べるように、様々な席を⽤意し⽣産性の効率を図ります。

写真参照︓
https://officesnapshots.com/
https://cata.kokuyo.com/
https://gmd.okamura.jp/

2⼈ブース ファミレスブース スタンディング
ミーテイング

Mtg
ブース（4⼈⽤）

TEL
ブース

集中
ブース

上下昇降デスク1 2 3 4 5 6 7

12 345 5

6

7

2⼈で視線を遮りながら
打合せしたい場合に利⽤

少し籠って打合せしたい場合
や、詰めれば6⼈まで座れる

クイックに打合せや
情報共有する際

に利⽤

複数⼈で⾳を遮断
したい場合に利⽤

⾳を遮断したい
場合に利⽤

集中して業務を⾏
いたい場合に利⽤

座る・⽴つを⾏えるデ
スクで健康⾯にも配慮

作業テーブル8

88

コピーエリア コピーエリア

書類を広げたり、コ
ピーしたもので作業し
たりできるテーブル

2 2 3 47
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3-7. マスタープラン ワークポイントの考え⽅
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フリーアドレスにおける席数の考え⽅

Work Point（WP）
1つの場所を多⽤途に使うフリーアドレスの場合、どの席を執務席と
してカウントするかが難しいところです。
そこで、パーソナルスペースの考え⽅（⽂化⼈類学者エドワード・
T・ホール）をベースに、1.2m以上の距離が離れているところ
を⼗分なスペースが確保できているとみなし1席としてカウントします。
※現状同等の1⼈当たりW1200mmが確保できている席も1席
とみなします。

Personal
Space

1.2m1.2m

1WP

1.2m

2WP

現状

1200

70
0

2400

12
00

2400

18
00

1800

75
0

1200

テーブル ファミレスベンチ ベンチシート

1WP 4WP 2WP 2WP

WP︓ 98席

WO︓ 20席
合計︓118席

配席率を下げると、全ての職員が出勤された際に席が無くなってしまうなど、⼼理的安全性を確保するために、あらかじめ作業
ができる執務席の数を検討しておくのが望ましい。以下にマスタープランでの執務席の考え⽅を記載致します。

Work Option
（WO）

通常、執務席として利⽤する席数

通常はミーティングや集中席と
して利⽤するが、WP以上の
⼈数が出社された場合に席
数としてカウントするエリア



3-8. マスタープラン イメージCG
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2022年3⽉31⽇付 「令和3年度 内閣⼈事局の
執務環境整備に関する調査業務 調査報告書」より引⽤



3-8. マスタープラン イメージCG
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2022年3⽉31⽇付 「令和3年度 内閣⼈事局の
執務環境整備に関する調査業務 調査報告書」より引⽤



3-8. マスタープラン イメージCG
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2022年3⽉31⽇付 「令和3年度 内閣⼈事局の
執務環境整備に関する調査業務 調査報告書」より引⽤



3-8. マスタープラン イメージCG
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2022年3⽉31⽇付 「令和3年度 内閣⼈事局の
執務環境整備に関する調査業務 調査報告書」より引⽤



3-8. マスタープラン イメージCG
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2022年3⽉31⽇付 「令和3年度 内閣⼈事局の
執務環境整備に関する調査業務 調査報告書」より引⽤
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4-1 a. 改装前のオフィス

21

 シマ毎の職員固定席と、窓際の上⻑席を設けた伝統的なレイアウトであった。
 デスクの上や収納棚の上等に書類や資料が積まれる⾵景が随所に⾒られた。
 ところどころ通路幅が狭く歩きにくい箇所もあり、打ち合わせ場所も不⾜気味であった。



4-1 b. 改装後のオフィス（1/2）

22

 シマ毎のグループアドレスとし、職員数の約８割の席数を設けることで、限りあるオフィス⾯積の中から
スペースを捻出。

 書類削減を進め、デスク上や収納棚上には何も置かない、置いて帰らないクリアデスクを徹底した。
 オープン打ち合わせ卓や１on１スペース、集中ブースを随所に置き、様々な業務ニーズに対応した。



4-1 b. 改装後のオフィス（2/2）
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 会議・打合せのさまざまなシーン／ニーズに対応できるよう多彩な場所を多数（８⇒28）設けた。
 遮⾳性のあるテレブース型ミーティング席、ファミレスタイプ、１on１に適したブース（上３つ）がある。
 会議・打合せスペースは窓際に設置し、良好な視界が得られることで作業効率が上がるように⼯夫した。



before after

全体 全体 91 85

シマ Ａ参事官 7 0
Ｂ参事官 11 0
Ｃ参事官 12 0
Ｄ参事官 12 0
Ｅ参事官 9 0
Ｆ参事官 9 0
Ｇ参事官 8 0
Ｈ参事官 9 0
Ｉ参事官 12 0
その他 2 2

年齢 20代 17 16
30代 26 25
40代 37 29
50代以上 11 15

役職 統括官・審議官 2 2
参事官級 10 8
企画官級 6 6
参事官補佐級 31 27
係⻑級 30 28
係員級 12 14

回答者数

4-2. 主観アンケート結果（改装前後⽐較） 【Ⅰ】 ⽬的、期間、属性別回答者数

24

調査⽬的︓ オフィス改装と働き⽅の変化の評価検証
調査期間︓ 改装前 2022/11/11〜11/17、 改装後 2023/3/20〜3/22
調査⽅法︓ Google Form アンケート
対象者︓ 内閣⼈事局 幹部及び職員 118名
回答者（率）︓ 改装前 91名（77%）、 改装後 85名（72%）



Q番号 質問 評点 分散 改装前
順位

改装後
順位

11 ITインフラの充実（ネットワークやPC、情報共有の仕掛け等） 3.64 0.31 1 1

7 オープンで予約不要な会議・打合せ場所 3.41 0.32 6 2 ⤴⤴

6 クローズドな（壁で仕切られた）会議・打合せの場所 3.39 0.48 2 3 ⤵

8 Web会議がし易い場所 3.23 0.54 3 4 ⤵

10 会議・打合せの効率的運⽤、会議時間や頻度の低減 3.22 0.46 4 5 ⤵

2 業務内容や相⼿に応じて場所を選択できる環境 3.19 0.44 10 6 ⤴⤴

12 テレワークの更なる推進 3.19 0.46 7 7

1 個⼈作業スペーズの充実 3.13 0.52 9 8 ⤴

3 紙資料の削減・電⼦化、ペーパーレスワークの促進 3.12 0.51 5 9 ⤵⤵

4 係ごと、班ごと、参事官単位ごとを越えたコミュニケーションの促進 3.12 0.44 8 10 ⤵⤵

9 業務に集中し易い場所 3.05 0.57 11 11

5 組織横断活動を促進・活性化する環境や仕掛け 3.01 0.39 12 12

4-2. 主観アンケート結果（改装前後⽐較） 【Ⅱ】 課題優先度 全体
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【Ⅱ】 以下の設問について、あなたがどの程度重要視されているか、選択肢をお選び下さい。
選択肢︓ とても重要(4) 重要(3) あまり重要でない(2) 重要でない (1) 該当しない(0)

① 改装前後の重要度に順位の⼊れ替わりがあった。Q2.業務内容や相⼿に応じた場所の選択、Ｑ7.オープンで予約
不要な会議・打合せ場所が顕著に上がった。これはもともと優先度が低く認識されていたことが、改装結果を受けて
より重要なことであるとの意識・認識が⾼まってきた結果と理解できる。

② 逆にQ3.紙資料の削減・電⼦化、ペーパーレスワークの促進等が顕著に下がっており、改装を通して⼀定の解決が
なされた事と理解できる。Q11.ITインフラ充実は依然として優先課題として強く認識されている。

中央値2.5

①
②



4-2. 主観アンケート結果（改装前後⽐較） 【Ⅲ】 意識と⾏動 全体
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【Ⅲ】 以下の設問について、あなたが考えや感覚と⼀致するかどうか、選択肢をお選び下さい。
選択肢︓ その通り(4) どちらか⾔えばその通り(3) あまりそうではない(2) 全くそうではない(1) 該当しない(0)

① 意識・⾏動⾯においても改装効果は確実に表れている。Q16.クリアデスク習慣、Q29.業務内容に応じた適切な場
所の準備、Q17.会議資料を印刷しない、Q30業務効率が向上した、の評点が顕著に伸び、またQ25.会議室が取
れないストレス、Q23.⾃部署・他部署の⼈の仕事が⾒えにくいというネガティブ要素が軽減されている。

②⼀⽅で、Q18.印刷物を必要最⼩限にしても業務に⽀障ない、Q19・Q20.⾃他部署の⼈たちと積極的にコミュニ
ケーションを取っている、については変化がなく、今後の課題と⾔える。

中央値2.5

①
②

①

①

①
①

②
②

①



4-2. 主観アンケート結果（改装前後⽐較） 【Ⅳ】 ⾃由コメント 傾向
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 （インタビューの代わり）

トピック別に分解したコメントの分類（件）コメントの性質分類（⼈）

【Ⅳ】 働き⽅の変化と執務室改装に関連して、お気づきの点や今後の展開等、⾃由にご意⾒をお書き下さい。所属部署
での特殊なご事情や要件（例えば特殊な機器を使っている、特定の設備が必要等）も書いて頂いて構いません。

回答者91名中、45名（49%）が⾃由コメントを記述している。
オフィス改装を強く肯定する意⾒が11件あり、また改善要望等の中にも、改装後のオフィスをより良く活⽤するための

前向きな要望が多く⾒られた。明らかな否定的コメントは４件だけであった。（下左図）
ひとりが複数のトピックを記載する場合もあり、これを分解してトピック毎の集計をした。（下右図）

• グループアドレス、運⽤ルール、通信環境や電話に係る意⾒が多かった。グループアドレスにおける電話の在り
⽅を改善する余地がある。



4-2. 主観アンケート結果（改装前後⽐較） 【Ⅳ】 ⾃由コメント（1/2）
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年齢 役職 回答内容
20代 係⻑級 緩やかなグループアドレスの季節ごとの移動はぜひやりたい（やった⽅がいい）ですね。
30代 参事官補佐級 コミュニケーションスペースの⼤型モニターが⾮常に使い勝⼿がいい。

働き⽅改⾰担当に密接に関係する調査・調整・デジ推担当との距離が離れてしまったのが少々やりづらくなっている。
他班の様⼦を⾒ると、各シマのエリア内に収まる必要があると強く認識している様⼦が伺え、グループアドレスがより柔軟に運⽤されれば良いと感じる。

40代 参事官級 この取組みの中で、推進チームやコミュニケーションデザインチームなど、局横断の取組が出てきたことを⼤変嬉しく、関⼼深く⾒守っています。担当内、担当外を問わずコミュニケーションが増え、より質の⾼い仕事をしていける組織に変化していくことを期待しています。
40代 企画官級 ・オフィス改装後、朝の業務開始時間前後に多くの参事官シマで雑談やコミュニケーションが促進され、にぎやかになった印象を受けた。

・配席率の関係で、⼀定程度テレワーク者が出ることに伴い、幹部レクがハイブリッドで⾏われるようになり、情報の共有度合いが上がった。
40代 係⻑級 改装してからオフィスに活気が出た気がしており、⼤変うれしく思います。オフィスグリーンを沢⼭⼊れられたらより良いと思っております。
20代 係⻑級 特にありません。
30代 参事官補佐級 全体として、とても働きやすい環境になり（特に会議室が取れない問題が⼤幅に改善されたと感じます）、ありがたいです。

⼀⽅、個⼈のワークスペース（執務机）は以前よりも狭くなり、モニターがあると相当狭く感じました（慣れの問題もあると思います）ので、コア業務を⾏う際はテレワークの⽅が集中できると感じるようになる傾向は、改⾰前後で強くなりました。（それがアクティビティ調査により当シマの結果としてテレワーク割合が
増えていることの要因の１つか︖同時期にサテライトオフィスが始まったことも起因しているとは思いますが。）
また、1on1ブースの近くに当シマがありますが、稼働率が低そうだなと感じています。原因の１つとして、壁があるものの、声が相当聞こえるので、実際、1on1には使えないということなのかなと思います。（ならば、打合せで使えばいい話ですが、会議室のネーミングも影響しているのかもしれません。）
また、これは何度か⾒かけたのですが、新しい△形のスピーカーフォン（YAMAHAのもの）が、どうも接続がうまくいかない例が多いようです（線を指しても⾳が拾われないなど）。簡単な使い⽅がわかると（説明書はここにあるから読め、でもいいと思いますが）皆さん助かるかもです。

30代 係⻑級 他シマの電話を取ってしまったときの対応が難しいです。（⼀度そのシマの⼈たちに聞いて転送OR聞かずに即転送）
固定電話は各シマ２つ程度にして、個⼈はピッチ＋もばちょにしてもらえたらよりスムーズになるのかなと思いました。

30代 係⻑級 ・個⼈的にはオフィス改⾰を⾏っていただいたおかげで、フリーアドレスになり今まで不快な⾳を聞かざるを得なかったため苦痛だったのが改善されて⾮常に働きやすいです。また邪魔だと思っていた過去の不要な物品を⽚付ける機会にもなりましたので良かったです。ありがとうございました。
・⾃分は元々紙不要派で、必要最低限しか紙を打ち出さず、紙を持たずとも特に業務に⽀障がない。むしろ以前からそうしています。しかし、上司は「まとめたPDFを紙で打ち出して確認するように」という指⽰を出しているのを⾒聞きすると、この時代このオフィス改⾰の波に逆⾏しているとしか思えず、年代や働き
⽅により意識の差を感じます。

30代 係⻑級 机が⼩さくなり、１つのエリアに４⼈全員が出勤すると少し狭く密集した感じがする。机を⼀つ⼀つに分けるエリアがあっても良いと思う。
40代 参事官級 パーティションで仕切られた1on1スペースは、声が漏れるため1on1には使えず、単にパーティションが眺望や明るさを妨げるだけの存在になっているので、パーティションを取り払ってオープンな打合せスペースにしてほしい。

シマごとのゾーンが分かる図を内外（⼈事局ポータルサイトやドア貼付の座席図）に⽰してほしい。
誰がどの席に座っているか分かるアプリを導⼊してほしい。

40代 参事官補佐級 ⾜元の仕事を最優先に考えるべきだと思う。
40代 参事官補佐級 中⻑期的には、業務開始・修了動作をよりスムーズにするため（⼦育て中には割と重要です。）、固定電話の廃⽌、ロッカーの分散が図られたり、フリースペース・図書への距離が各エリアからほぼ均等になるとより利⽤しやすくなるかと思います。
40代 係⻑級 固定電話はやめて、１⼈１台の公⽤携帯にしてほしい。他のシマの電話などの転送作業で業務が中断するため。
40代 係⻑級 内閣府・内閣官房LANの共通仕様に属する事項と思われるので、何とも⾔い難いが、テレワーク中だと、⼀定の時間（８時間︖）が経過すると、ネットワークから遮断されてしまい、

都度再接続しなければならず、その分煩雑だし、そもそもどういう趣旨でこのようにしているのかも、ユーザーサイドから⾒れば不明なので、この辺りについて改善していただけると有難いと思いました。
50代以上 参事官補佐級 働き⽅の変化と執務室改装に伴うものなのか、因果関係が定かではありませんが、内閣⼈事局発⾜前の総務省時代に⽐べて、部署を超えた⾵通しは良くなったと感じます。総務省時代は、（同⼀部署内においても）情報共有の範囲を特定の者に限定して業務の進捗状況が判然としないのが通例でした。

内閣⼈事局発⾜以降、総務省時代のような閉鎖的な環境は徐々に無くなり、少なくとも同⼀部署・ライン内において意識して情報共有しようという⾵⼟が醸成されてきており、今回の執務室改装により部署を超えてコミュニケーションが活発化する⽅向に向かうと感じます。
20代 係員級 フリーアドレスになってから⾃分のライン以外の⼈事局メンバーともコミュニケーションが⾮常に取りやすくなったと感じている。また、印刷する紙の量がぐっと減り、これまでコピー機が単に近い、印刷物を⾃席に保管できるといった環境的要因でいかに無駄に印刷していたのかを痛感している。また、（⾃分はあてはまら

ないが）フリーアドレスでは出勤する度に違う⼈と座ることができるため、職場での⼈間関係のストレスも相当程度軽減されるのではないか。
30代 参事官補佐級 カフェスペースをもっと増やしていただき、カウンターチェアの座席を減らしていただけるとありがたいです。また、フリーアドレスでコミュニケーションが特に変化したように感じられず、デメリット（特に固定電話や荷物の持ち運び）が⼤きいように感じてしまうので、できれば固定席に戻りたいです。
30代 係⻑級 広く、明るくなったこと、Web会議に使⽤しやすい個室が増えたことで、業務をしやすくなりました。

⼀⽅で、私物ロッカーは、もう少し広いと有り難いと感じます。
また、どこに何を設置しているか（消耗品、備品、各担当書棚）の、現状のマップがあると有り難いです。

40代 参事官級 卓上電気スタンドを使⽤しており、設置の際にスペースをとるため、モニター（＋キーボード）も使⽤するためには、もう少し広めの机が必要であることがわかった。
20代 係員級 場所を選んで仕事ができることが、こんなに快適なものだとは思いませんでした。

（企画⽴案業務に集中したいときは国会中継の聞こえないところに避難する等の⼯夫ができるのがとてもありがたいです）
⾃分がどんな環境だと集中できるのかについて、今回の改装を通じて知ることができました。

30代 参事官補佐級 改装前と⽐して業務開始前・業務終了後に係る準備に時間がかかるようになった。特に電話設定やモニターの⾒やすい⾓度の調整は⼿間に感じる。モニターは⾓度・⾼さ調整が可能なものとしていただきたい。
30代 参事官補佐級 ぜひSIM内蔵のLAN端末を導⼊してほしい。また、電話については基本的にモバチョに移⾏するなど、⾒直しても良いように感じる。
40代 参事官補佐級 〇打合せスペースの捻出や組織横断型のコミュニケーションの促進という意図は理解できなくはないものの、⾃席において継続的に調査や執筆を⾏ったり、印刷・封⼊等単純作業を⾏うことがルーティン（毎⽇⾏っている場合はもちろん、定期的に⾏う頻度を含む。）の者にとっては、従前、引出しやデスクスペー

サー、机上を含めた⾃⾝の周囲に整理・格納できていた事務⽤品、前⽇にデフォルトでセットされていたPC⽤モニターや電話機を、登庁時にいちいち取り出したてセッティングするというのは、当職としては煩瑣以外の何物でもありませんが、これを煩瑣だと思わない皆様は素敵だと思います。これで仮に公務能率
が上昇することを⽬的としているのであれば、⾒応えのある悲喜劇でありましょう。
〇⾐類収納⽤の個⼈ロッカーやごみ箱の撤去は⾔わずもがな、⾃席があることによって事実上保たれていたパーソナルスペースを全て無に帰するその⼿腕は⾒事であると思います。職場においても⼀定程度のプライバシーの保護や衛⽣環境の維持はあってもしかるべき、と思う当職が異常なのでしょう。コロナ禍に
よっていったん保たれた⼈と⼈との間の適切な距離、それを担保するためのリモート会議に係るソフト⾯・ハード⾯の充実が図られたにもかかわらず、対⾯かつ近接を前提とした打合せスペースの⼤量捻出に⾄っては、当職の考えの及ぶ限りではございません（対⾯で⾏う打合せとリモートで実施するそれとで、効果
の点で明確に有意な差異があるとは個⼈的には考えづらいもので。）。
〇当初は「職員・担当官の交流促進」の観点から「完全フリーアドレス」であったと記憶しているところ、どのような⼒学によってかは判然としませんが、いつの間にか「ゾーニング」の概念が導⼊され、結果的にほぼ従前のシマごとの固まりで着席していると思われるところ、この点において当初計画は頓挫したのでしょう
か。それともいずれは完全フリーアドレスへ、という希望を捨ててはいないのでしょうか。
〇⼀連の改装によって上記のような変化が⽣じたため、「可能な限り出勤したくない」という思いが強くなり、結果としてこれまでよりも更にテレワークへの志向が⾼まったのは個⼈的な成果であると考えております（打合せ等はSkypeで⼗分であるため。）。



4-2. 主観アンケート結果（改装前後⽐較） 【Ⅳ】 ⾃由コメント（2/2）
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年齢 役職 回答内容
40代 係員級 個⼈ロッカーの⼀番下の段は、位置が低すぎて使いにくいです。しゃがみこんで覗かないと中⾝の出し⼊れができない。しゃがみこむとスカートが床に付いてしまう。
20代 係⻑級 ゴミ箱や、消耗品等の利⽤については、シマごとに⾃由な運⽤としても良いのではないかと考えます。（中⾥参事官シマの場合、消耗品やごみ箱までの位置が遠い。端にもちょっとした消耗品スペースを設ける等があれば便利かなと思います。）
30代 係⻑級 誰がどの席に座っているかわからず、別シマの⼈はこれまで以上に判別できなくなった
40代 企画官級 現在誰がどこにいるかという表⽰が必要。
40代 参事官補佐級 どこに誰が座っているか不明で、電話や来客対応に⽀障がある。
30代 参事官補佐級 会議室に設置されている新しいスピーカーの使い⽅が分からない
30代 参事官補佐級 難しいこととは承知の上で、フリーアドレスと固定電話の組み合わせの使い勝⼿が悪いので、固定電話をモバイル化（ＰＨＳ化）してほしい。

モバチョへの転送という⽅法もあるが、本来的な使い⽅ではないと思う。
40代 参事官補佐級 オフィスが広くなったと感じる⼀⽅で、ディスプレイを置いた際に机が狭く感じたり、⼈との距離が近くなり過ぎたような感じもあり、新しい環境には、まだ慣れが必要かと思われました。改⾰をやってみることは⼤事ですし、時間がない中で⼤変な苦労をされたとも思われるのですが、⼀⽅で、もう少し議論が必要であった

かな、と思われる部分もあります（幹部室をいじれなくなった事情の変化やロッカーの意⾒の趣旨、通路の確保、書棚の数など、ワークショップなどで出された意⾒を取り⼊れていただいてもよかったのかとも感じております）。
30代 参事官補佐級 ・オフィス改⾰を契機に相当量の⽂書を廃棄し、⼿元に紙が無いことに当初はやや不安も感じましたが、すぐに平気になりました。案外慣れるものというお話がありましたがその通りだなと実感中です。

・個⼈の作業スペースが以前よりも狭くなったこともあり、電話機の⼀⽇も早い⼩型化を望みます（総務省のようなPHSなど）。また、外線の直通電話が係員や係⻑の内線と兼⽤になっているのを早く分離してほしいです。テレワーク中の、いつもより集中できるはずの環境で登庁時同様外線＆内線の電話対応
に追われる係員・係⻑（転送設定した場合）、あるいは、外線＆テレワーク者内線への⼊電対応をする登庁者（転送設定しない場合）と、いずれかに負担が偏る構図が現時点では存在しているのが気になっています。外線専⽤機への⼊電には登庁者が対応して、テレワーク者は⾃⾝の内線への⼊電以外
は作業に集中できる環境を⽤意できるのが理想形です。

30代 係⻑級 ロッカーにドッジファイルが⽴てておけないのが不便かなと思いました。
40代 参事官級 ・書類として代々引き継いでいる資料（配布先が限定されたもの）を保管するスペースがなく、やむをえず廃棄した資料も多くあった。将来に過去の経緯等を細かく確認することができなくなったのは残念。ペーパーレス化は賛成するが、過去の資料をあえてスキャンして共有フォルダに保存することが憚られる資料

もあることは配慮してほしかった。
・個⼈ロッカーについて、A4のファイルが縦に⼊らないのは背⾒出しを確認できず、ファイルを選んで出す際に不便。
・シマ内の会話は⾃⾝は増え、フリーアドレスで相談しやすくなったと思うが、個⼈差がありそう。
・パソコンの設置等で始業・終業時の時間で実際の実働時間は減った。

40代 係⻑級 ロッカーまで遠すぎる。電話を⼩さくしてほしい。個⼈の電話を外線に接続するのはやめた⽅がいい。ごみ箱まで遠すぎる。各ドアに燃えるゴミだけでも設置してほしい。
50代以上 参事官補佐級 電話の改善が必須。
30代 係⻑級 以前使⽤していた机よりも広くはなったが、モニターが常設されるのであればPCを置く台（⼀部の⼈が使っているようなやつ）やキーボードもあったら嬉しい。
30代 係⻑級 誰がどこに座っているかが分かりにくいので、個⼈ＰＣに名前を書いた札を付けるなど、⼯夫できると良いかと思いました。
30代 係員級 電話の設備については積極的に対応いただきたいと思っています。固定電話が班内直通電話を兼ねている場合、ふとした時にカフェブースや集中ブースに⾏くということがしづらいです（転送設定しづらい、数時間単位で電話対応が放置されるリスクがある）。
40代 参事官級 スペースがすっきりしているのを⾒るだけでも気分が上がるのでありがたいです。まだまだ他のシマの⽅々との交流ができていないので、その観点で何か仕掛けがあればうれしいかと思います。
40代 参事官補佐級 ・職場で⾃分の（物理的な）居場所のなさ・作業への落ち着かなさを感じることが多く、職場へ来るモチベーションは減少した（それもねらいなら良いのですが）。職場に来た際には、⼀⼈でこもれるスペースが増えるとありがたい。

・８〜10⼈規模程度の会議室が増えるとありがたい（６⼈より多い打合せが多い）。
・会議室のディスプレイはもっと⼤きいとありがたい（皆が⽬を凝らしてみているので。ぜいたくですが局⻑室くらいのが増えるとありがたい）。
・だれがどこにいるかいないか分かる仕組みがあるとよい（当⾯はアナログ的でもよいので⼊⼝にホワイトボード掲⽰して座席表にマグネット貼るとか）。

40代 係⻑級 以前に⽐べ隣の席（正⾯もかもしれません）の⽅との物理的距離が近くなったせいか、終⽇着席していると若⼲の息苦しさを感じることがあります。（⼈の好き嫌いということではなくパーソナルスペースの観点です。）
執務室のスペースを考えると難しいかもしれませんが、２つくっつけている机を少し離すなどしていただけるとありがたいです。

50代以上 参事官補佐級 コミュニケーションの"質"の向上にもう少し⼯夫があれば良い。例えば、隣に座った⽅が、特に⾃分に興味がなく、仕事とも関係が薄い雑談を始め、いちいち応じる義務はなくても、⼤き⽬な声・⻑時間・頻繁に話されるため、集中⼒が削がれて困ることが何度かあった（こういう場合、スリースペースに席を移動して
もよいのかが分からず）。コミュニケーション活性化と⾔っても、執務スペースでは、むやみやたらに私語をすることは控え、どうしても話したい場合は、周りの⼈に迷惑をかけないよう、⾳量や周りの職員に配慮して短時間で⾏うことや、MTGスペースを利⽤することを明確に推奨するようにしてはどうか。

50代以上 統括官・審議官 コミュニケーションエリアの使い⽅についてイベントの開催など⼯夫が必要。
50代以上 統括官・審議官 幹部室のコンパクト化についても、建物全体の改装などの機会があれば、着⼿できると良いですね。

引き続き、オフィス改⾰の実施状況について各府省へのご紹介など、業務が続いていくことと思いますが、よろしくお願いします。



4-3. アクティビティ調査 a. 概要
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 改装前後のアクティビティと場所利⽤の変化を⾒るために、以下の期間でアクティビティ調査を実施した。
 フリーアドレス対象者が53名、固定席対象者が8名、計61名がアクティビティ⼊⼒を⾏った。



4-3. アクティビティ調査 b. ⼊⼒コード体系
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 以下のコード体系でアクティビティを⼊⼒した。



4-3. アクティビティ調査 c1. ⼊⼒実績（改装前）
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 改装前⼊⼒は、フリーアドレス対象者が258⼈⽇、固定席対象者が39⼈⽇、計297⼈⽇だった。
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 改装後⼊⼒は、フリーアドレス対象者が257⼈⽇、固定席対象者が39⼈⽇、計296⼈⽇だった。



4-3. アクティビティ調査 d. 改装前後の変化
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 フリーアドレス対象者53名のアクティビティと利⽤場所の割合は、改装前後で以下の通りとなった。

 改装前後で⽐較し
て⼤きな変化はない
が、調整業務や国
会対応業務につい
ては、約2%ずつ増
えている。

 改装前後で⽐較す
ると、オープン打合
せスペースおよび庁
舎外の割合が
4~5%ずつ増えて
いる。また、在宅（
テレワーク）の割合
も増加している。



4-3. アクティビティ調査結果 e. シマ毎の違い アクティビティ
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Ｅ
参事官

シマ

 企画⽴案は7%、国会対応は4%
増えている。

Ｄ
参事官

シマ

 調整業務の割合が10%増えてい
るのが⼤きな変化とみられる。

Ａ
参事官

シマ

 改装後打合せスペースが増加した
ため、担当内打合せが増加し、メ
ール等での連絡調整（ノンコア業
務）が減少。

Ｃ
参事官

シマ

 改装後は、ノンコア業務︓約18%
と、前後で⽐較して8%増えている
。また、これによりコア業務や研修の
時間がやや縮減している。

Ｂ
参事官

シマ

 コア業務の内訳は多少変化してい
るものの、前後で⼤きなアクティビテ
ィの変化は⾒られない。



4-3. アクティビティ調査結果 e. シマ毎の違い 場所
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Ｅ
参事官

シマ

 改装前後で⽐較すると、庁舎内の
打ち合わせスペースは増えておらず
、執務席が約7%増えている。

Ｂ
参事官

シマ

 庁舎内の執務席が約20%と⼤幅
減少。⼀⽅で、庁舎内のオープン
打合せスペースが5%増加。庁舎
外（サテライトオフィス）、在宅（
テレワーク）も⼤幅増。

Ｃ
参事官

シマ

 オープン打合せスペース、庁舎外、
在宅がそれぞれ約4%ずつ増加。

Ａ
参事官

シマ

 改装を担当したため、改装直後は
庁舎内が約69%と増⼤しているが
、同時にオープン打合せスペースの
利⽤が約18%と⼤幅増加。

Ｄ
参事官

シマ

 在宅（テレワーク）が、改装後
42%と、前後で⽐較して約14%
増えている。
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Q1. 結果を⾒て、⾃⾝の業務の進め⽅や改善課題について、気づきがあったか︖
 オフィス改装によって⽣み出された多彩なワークスペースの活⽤については、⼈により差異が⾒られる。
 ノンコア業務の効率化、マネジメント業務に対する時間配分に係る気づきが複数名から出ている。

 思っていたよりもノンコア業務の⽐率や時間が⻑いことに
驚いた。できる範囲で効率化したいと思った。

 打合せが多く、その合間にメールチェックや調整業務を
⾏っていることが伺え、企画⽴案業務の時間が取れてい
ないことが課題。⼀⼈で作業する時間をスケジューラ等
で確保することが有効か。

 中央フリースペースでの作業が劇的に増えたが、快適で
作業効率が良いので⾃然とフリ―スペースで作業するこ
とが増えたというのが実感。あまり利⽤のない⽅にも是⾮
利⽤していただきたい。

 メール・チャットは相⼿の時間を拘束しない点でメリットが
あるものの、⼝頭で相談すれば即座に終えられることにも、
⽂章で記載することにより時間がかかり、効率が落ちると
感じた。オンライン通話、会議での相談・調整も意識的
に選択するように⼼がけたい。

 直近はテレワークが全然できていなかったことを改めて確
認した。

 意外とオープンスペースを使っていないことに気が付づい
た。場⾯に合わせた働き⽅、を意識していきたい。

 庁舎内での勤務の割合が⾼いので、テレワーク等の利
⽤を増やしたい。

 ⾃らの部下職員のマネジメントに時間をほとんど割いてい
ないことが結果に如実に表れており、今後改善すべきと
強く思った。

 オフィス改⾰後にも関わらず、業務スケジュール的に
BeforeよりAfterの⽅がノンコア業務かつ⾃席にいる時
間が多くなり、無意識のうちに「席にいなければ」と思って
いたことを認識した。

 オープンスペースでの打ち合わせが増え、会議室での打
ち合わせが減っていることがわかった。会議室予約業務に
関する負担が減っていると感じる。

 マネジメントが少なかったのでもっと管理職としてマネジメ
ントに注⼒すべきと感じた。場所によって働き⽅を変える
という点は普段意識しようとしているものの、その時に必
要がある業務が発⽣するとそれに引きずられる部分をも
う少し調整しようと思った。

 新オフィスを稼働したばかりのため、ある程度定着してか
らだともっと効果がみえるかもしれない。

※ 報告のために⽂⾔は明豊FWにて微調整
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 テレワークの浸透による情報格差の是正、マネジメントの意識改⾰の必要性に係る気づきがある。
 オフィス改装が意識や⾏動を変えるきっかけになっており、所内話し合いを継続することが望ましい。

 リモートデスクトップ⽅式によるため、動画研修の受講等
は致命的に困難で、業務効率が悪くなっている。

 当班は超勤時間が多いこと。業務マネジメントには気を
付けているつもりだが、特定の個⼈に仕事が集中してし
まう傾向がある。担務替えの際に業務量から逆算して
担務の分散を図っていただけると良いと思う。

 テレワーク者と出勤者との情報格差をなくすため情報共
有を⼼掛ける必要があるが、オンラインレク、オンラインで
の傍聴を増やすため幹部が率先して意識を変えるべき。

 対⾯の打合せ等の予定が無く、「電話当番」という理由
だけで出勤していた⽇もあったので、転送機能のある公
⽤スマホ等が配布されていると有り難い。

 意識を変えるという点。特に何でもかんでも紙を使うとい
う、特に年代が上めの⼈たちの意識を変えること。紙で
打ち出して持ってこさせる・紙で打ち出して確認せよある
いは次の出勤時に物を渡します（班内共有物の受渡
しくらい別に共有の棚に⼊れておけば済む話だと思う）
など、出勤を前提にしている・出勤しないとできないことが
結構あると感じるため。

 「集まる」って何なんでしょうね︖参事官クラスは、本当に
マネジメントが難しいだろうなと思う。

 テレワークの更なる推進を望む。
 サテライトオフィス等により庁舎外で働ける環境を整備し

ていくべき。
 作業に集中したいときには、集中スペースに⾏けばよいと

思いつつ、その間の電話対応などを誰かにお願いすること
になるので申し訳ない気持ちなってしまい、結局⾃席で
作業→途中で電話対応などが発⽣し、集中できず、、、
といった状況になりがち。係内のコミュニケーションで解決
できる気がするので、今後善処したいと思います。

 良い事例やモデルケースなどを展開いただけると職員の
⽅もわかりやすくなるかもと思った。

※ 報告のために⽂⾔は明豊FWにて微調整
Q2. 結果を⾒て、個⼈より組織として対応すべき課題はどんなことか︖
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 ⼊⼒フォームは、⼊⼒の⼿間という点で概ね問題ないと評価されているが、更なる⼯夫の余地もある。
 今回のアクティビティ分析の趣旨と成果に対して、肯定的意⾒が多く⾒られる。

Q3. アクティビティのEXCELフォームや⼊⼒項⽬について
 コア業務（調整業務）とノンコア業務（電話、メール、

オンラインによる連絡調整）の区別がやはり難しかった。
 Beforeの回答時にコア業務（調整）の存在を失念し、

全てノンコア（メール・電話等）で回答してしまっていた
のではないかと思う（前回調査の記憶をベースに回答し
たことが原因）。After回答時に改めて再認識した。

 アクティビティ内容、場所の選択についてプルダウンの⽅
が⼊⼒しやすいと思った。今回はセルをクリックし、内容
等を選択するウィンドウが出たので少し時間がかかった。

 あらかじめの⼊⼒パターンも組み込んでいただき、エラー
表⽰などUIが優れているように感じた。

 ⾮常に⼊⼒が簡易だったので苦には感じなかった。出勤
時に使⽤した場所について、もう少し細かく選択できるよ
うになっているとより詳細な分析ができるかもと思った。

 同じ担当で、かつほぼ同じ業務を担っている⼈同⼠のア
クティビティの分布が⼤きく異なっていることから、特に「⑥
ノンコア業務」の定義を明確にした⽅が、実態をよりリア
ルに掴めるように思った。

 普段からこの時間の記録をルーティン化しないと、⾏動を
すぐに忘れてしまうので、次回調査時もその旨御伝えい
ただけるとありがたい。

 外部や各省からの電話を含めた照会対応が結構多かっ
た。１回は15分に満たないことも多いが、回数が重なる
とそれなりの時間数になるが、どこに振り分けるのがよいの
か迷った。

 場所をもっと精緻に取ると、今後オフィスの細部をどう変
えていくのがよいかの検討に活⽤できるのではないか。

Q4. その他の意⾒
 こうした調査を継続的に⾏うことは⾮常に有効だと感じる。

負担にならない形で継続調査する⽅法を模索したい。
 アクテビティ調査はとても⾯⽩い取組だと思う。今回はオ

フィス改⾰の前後の⽐較という視点で実施したが、もっと
広範囲かつ⻑期間にわたって調査が出来たら良い。何
か新しい取組をされる際に同様の調査をすれば、その取
り組みへの納得度が格段に上がるように思う。

 メールの量や⽅向性による活動量・コミュニケーション調
査をセットでできると、より⾯⽩い。

※ 報告のために⽂⾔は明豊FWにて微調整
Q3. アクティビティのEXCELフォームや⼊⼒項⽬について ／ Q4. その他の意⾒



4-4. 書類削減 書類保管量、クリアデスク、および紙消費量の変化
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書類保管量 2022年2⽉
前年度調査

2022年12⽉
改装前

2023年3⽉
改装後

削減率
（改装前後）

露出のみ 0.7fm/席 0.6fm/席 0.03fm/席 ▲95%
露出＋キャビネット 4.7fm/席 4.5fm/席 2.93fm/席 ▲35%
露出＋キャビネット＋袖机・ワゴン

（改装後はパーソナルロッカー） 6.7fm/席 6.5fm/席 3.43fm/席 ▲47%

 局全体の改装が完了した4⽇後の 2023年3⽉9⽇（⽊）、現地調査時に露出書類量を⽬視記
録し、また現状図に描かれた収納什器の本数から、改装後の書類量を計算した。

 露出書類は、作業中の書類を除けば限りなくゼロに近く、クリアデスクが定着していると思われる。
 フリーアドレス化に伴い袖机・ワゴンをパーソナルロッカーに置き換えたため個⼈収納量も⼤幅に減り、

全体としては47%の削減が実現している。

※ キャビネットおよび袖机・ワゴン（改装後はパーソナルロッカー）には100％書類等が収納されているものとして計算。
※ 幹部個室や会議室内の収納容量は含まない。

紙消費量 2022年（改装前） 2023/3/7〜3/20（改装後） 改装前後削減率
1⽇あたりの出⼒ページ数 7,522 4,187 ▲44.3%

 改装前後で紙消費量も⼤幅に削減された。新たな環境下でペーパーレスワークが進んだと思われる。



予約率
1on1① 3%
1on1② 0%
４M① 8%
４M② 0%
ファミ② 16%
ファミ③ 3%
会議室① 23%
会議室② 30%
会議室③(513-2扉) 36%
会議室④(局⻑室) 54%
集中① 0%
中央② 2%

平均 15%

予約率
1on1① 7%
1on1② 3%
４M① 25%
４M② 30%
ファミ② 33%
ファミ③ 24%
会議室① 24%
会議室② 28%
会議室③(513-2扉) 57%
会議室④(局⻑室) 55%
集中① 9%
中央② 10%

平均 25%

予約率
1on1① 5%
1on1② 1%
４M① 17%
４M② 16%
ファミ② 25%
ファミ③ 14%
会議室① 24%
会議室② 29%
会議室③(513-2扉) 47%
会議室④(局⻑室) 54%
集中① 5%
中央② 7%

平均 20%

4-5. 会議室予約率 a. 全般（過去調査との⽐較）
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 改装完了後の2023年3⽉8⽇〜3⽉31⽇の会議室予約率を分析した。データ取得⽇が3⽉20⽇
であるため、過去（3⽉8⽇〜20⽇）と未来（3⽉21⽇〜31⽇）に分けての予約率も⽰す。

 予約率50％を超える会議室も2か所あるが、総じて改装前と⽐べると、予約率の緩和が顕著である。

2021/4 2021/5 2021/6 2021/7 2021/8 2021/9 2021/10 2021/11 2021/12 2022/1 2022/2 2022/3 会議室平均
会議室（513-2扉） 78% 70% 77% 73% 66% 86% 89% 92% 76% 71% 83% 50% 76%
総括参事官前会議スペース 53% 58% 62% 58% 40% 73% 61% 65% 52% 57% 46% 14% 53%
応接スペース 18% 15% 18% 18% 2% 13% 42% 100% 100% 100% 100% 82% 51%
打合せスペース１（510扉前） 41% 42% 43% 39% 41% 34% 46% 58% 32% 40% 38% 11% 39%
打合せスペース２（510扉） 38% 39% 39% 33% 34% 35% 62% 56% 31% 41% 27% 1% 36%
局⻑室 81% 64% 87% 77% 70% 73% 75% 95% 83% 76% 73% 56% 76%
個室型オンライン会議⽤ブース 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 43% 29% 1% 6%

⽉平均 44% 41% 47% 42% 36% 45% 54% 66% 53% 61% 57% 31%
期間平均 48% 48%

2023年3⽉8⽇〜31⽇ 2023年3⽉8⽇〜20⽇ 2023年3⽉21⽇〜31⽇

2021年4⽉〜2022年3⽉

 予約率の改善には、会
議室、打ち合わせ席や、
1on1⽤途のスペースの
増設が⼤きく寄与してい
ることは明らかである。



4-5. 会議室予約率 b. 時間帯ごと

42

 時間帯ごとでは、会議室④と会議室③の、13時〜16時あたりに予約の混雑が⾒られる。

09:00 09:15 09:30 09:45 10:00 10:15 10:30 10:45 11:00 11:15 11:30 11:45 12:00 12:15 12:30 12:45 13:00 13:15 13:30 13:45 14:00 14:15 14:30 14:45 15:00 15:15 15:30 15:45 16:00 16:15 16:30 16:45 17:00 17:15 17:30 17:45 終⽇(昼除く)

1on1① 0% 0% 0% 6% 6% 6% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 29% 29% 6% 6% 0% 0% 0% 0% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 18% 18% 18% 6% 18% 6% 6% 6% 5%
1on1② 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 0% 6% 0% 0% 0% 1%
４M① 0% 0% 0% 0% 18% 18% 35% 35% 35% 35% 29% 29% 6% 6% 12% 12% 12% 12% 24% 24% 24% 24% 18% 18% 24% 24% 18% 18% 12% 12% 6% 6% 6% 6% 12% 12% 17%
４M② 0% 0% 0% 0% 6% 6% 12% 12% 12% 18% 18% 18% 12% 12% 24% 24% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 24% 24% 35% 35% 29% 29% 35% 35% 35% 18% 35% 18% 6% 6% 16%
ファミ② 12% 12% 12% 18% 24% 24% 29% 29% 29% 29% 24% 24% 6% 6% 6% 6% 18% 18% 12% 12% 35% 35% 47% 47% 35% 35% 41% 41% 29% 29% 24% 12% 24% 12% 18% 18% 25%
ファミ③ 6% 6% 6% 0% 12% 12% 6% 6% 6% 18% 24% 24% 12% 12% 12% 12% 12% 12% 6% 6% 12% 12% 18% 18% 24% 24% 24% 24% 24% 24% 18% 18% 18% 18% 12% 12% 14%
会議室① 6% 6% 6% 6% 6% 6% 12% 12% 12% 12% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 24% 24% 29% 29% 29% 29% 53% 53% 53% 53% 47% 47% 53% 53% 29% 12% 29% 12% 6% 6% 24%
会議室② 6% 6% 6% 12% 24% 24% 29% 29% 29% 29% 29% 29% 12% 12% 12% 12% 12% 12% 41% 41% 53% 53% 53% 53% 47% 47% 53% 53% 47% 47% 29% 0% 29% 0% 0% 0% 29%
会議室③ 29% 29% 29% 29% 41% 41% 53% 53% 53% 47% 35% 35% 29% 29% 29% 29% 53% 53% 53% 53% 65% 65% 53% 53% 53% 53% 65% 65% 65% 65% 59% 29% 59% 29% 24% 24% 47%
会議室④ 18% 18% 18% 29% 47% 47% 47% 47% 47% 53% 53% 53% 35% 35% 35% 35% 76% 76% 76% 76% 88% 88% 88% 88% 82% 82% 65% 65% 53% 53% 47% 24% 47% 24% 24% 24% 54%
集中① 18% 18% 18% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 6% 6% 12% 12% 12% 12% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 0% 0% 5%
中央② 6% 6% 6% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 12% 12% 12% 12% 12% 12% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 18% 18% 12% 12% 6% 6% 6% 12% 6% 12% 12% 12% 7%

8% 8% 8% 8% 15% 15% 19% 19% 19% 20% 19% 19% 13% 13% 13% 13% 18% 18% 22% 22% 28% 28% 31% 31% 32% 32% 31% 31% 29% 29% 24% 12% 24% 12% 10% 10%

20%
平均 20%15% 13% 24%

09:00 09:15 09:30 09:45 10:00 10:15 10:30 10:45 11:00 11:15 11:30 11:45 12:00 12:15 12:30 12:45 13:00 13:15 13:30 13:45 14:00 14:15 14:30 14:45 15:00 15:15 15:30 15:45 16:00 16:15 16:30 16:45 17:00 17:15 17:30 17:45 終⽇(昼除く)

1on1① 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 25% 25% 0% 25% 0% 0% 0% 3%
1on1② 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
４M① 0% 0% 0% 0% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 8%
４M② 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
ファミ② 25% 25% 25% 25% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 0% 0% 38% 38% 38% 38% 38% 38% 38% 38% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 16%
ファミ③ 13% 13% 13% 0% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4%
会議室① 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 25% 25% 25% 25% 25% 63% 63% 63% 63% 63% 63% 63% 63% 25% 13% 25% 13% 13% 13% 23%
会議室② 13% 13% 13% 13% 25% 25% 38% 38% 38% 38% 38% 38% 0% 0% 0% 0% 13% 13% 38% 38% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 25% 0% 25% 0% 0% 0% 30%
会議室③ 25% 25% 25% 25% 25% 25% 25% 25% 25% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 50% 50% 50% 50% 63% 63% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 25% 50% 25% 13% 13% 36%
会議室④ 25% 25% 25% 38% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 63% 63% 50% 50% 75% 75% 75% 75% 88% 88% 88% 88% 75% 75% 50% 50% 50% 50% 50% 25% 50% 25% 25% 25% 54%
集中① 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
中央② 13% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 3%

9% 9% 9% 8% 11% 11% 11% 11% 11% 10% 13% 13% 9% 9% 8% 8% 17% 17% 17% 17% 23% 23% 25% 25% 24% 24% 22% 22% 21% 21% 15% 5% 15% 5% 4% 4%
平均 15%11% 9% 17%

14%

09:00 09:15 09:30 09:45 10:00 10:15 10:30 10:45 11:00 11:15 11:30 11:45 12:00 12:15 12:30 12:45 13:00 13:15 13:30 13:45 14:00 14:15 14:30 14:45 15:00 15:15 15:30 15:45 16:00 16:15 16:30 16:45 17:00 17:15 17:30 17:45 終⽇(昼除く)

1on1① 0% 0% 0% 11% 11% 11% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 56% 56% 11% 11% 0% 0% 0% 0% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 7%
1on1② 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 0% 11% 0% 0% 0% 3%
４M① 0% 0% 0% 0% 22% 22% 56% 56% 56% 56% 44% 44% 11% 11% 22% 22% 22% 22% 33% 33% 33% 33% 22% 22% 33% 33% 22% 22% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 22% 22% 25%
４M② 0% 0% 0% 0% 11% 11% 22% 22% 22% 33% 33% 33% 22% 22% 44% 44% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 44% 44% 67% 67% 56% 56% 67% 67% 67% 33% 67% 33% 11% 11% 30%
ファミ② 0% 0% 0% 11% 33% 33% 44% 44% 44% 44% 33% 33% 0% 0% 0% 0% 22% 22% 22% 22% 33% 33% 56% 56% 33% 33% 44% 44% 56% 56% 44% 22% 44% 22% 33% 33% 33%
ファミ③ 0% 0% 0% 0% 11% 11% 11% 11% 11% 33% 33% 33% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 22% 22% 33% 33% 44% 44% 44% 44% 44% 44% 33% 33% 33% 33% 22% 22% 24%
会議室① 11% 11% 11% 11% 11% 11% 22% 22% 22% 22% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 22% 22% 33% 33% 33% 33% 44% 44% 44% 44% 33% 33% 44% 44% 33% 11% 33% 11% 0% 0% 24%
会議室② 0% 0% 0% 11% 22% 22% 22% 22% 22% 22% 22% 22% 22% 22% 22% 22% 11% 11% 44% 44% 56% 56% 56% 56% 44% 44% 56% 56% 44% 44% 33% 0% 33% 0% 0% 0% 27%
会議室③ 33% 33% 33% 33% 56% 56% 78% 78% 78% 78% 56% 56% 44% 44% 44% 44% 56% 56% 56% 56% 67% 67% 56% 56% 56% 56% 78% 78% 78% 78% 67% 33% 67% 33% 33% 33% 57%
会議室④ 11% 11% 11% 22% 44% 44% 44% 44% 44% 56% 56% 56% 11% 11% 22% 22% 78% 78% 78% 78% 89% 89% 89% 89% 89% 89% 78% 78% 56% 56% 44% 22% 44% 22% 22% 22% 54%
集中① 33% 33% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 11% 11% 22% 22% 22% 22% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 0% 0% 10%
中央② 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 0% 0% 11% 11% 11% 11% 11% 11% 33% 33% 22% 22% 11% 11% 11% 22% 11% 22% 22% 22% 10%

7% 7% 7% 8% 19% 19% 25% 25% 25% 29% 25% 25% 17% 17% 17% 17% 19% 19% 26% 26% 32% 32% 37% 37% 40% 40% 39% 39% 37% 37% 31% 18% 31% 18% 15% 15%
平均 25%18% 17% 29%

24%

2023年
3⽉8⽇
〜31⽇

2023年
3⽉8⽇
〜20⽇

2023年
3⽉21⽇
〜31⽇



4-5. 会議室予約率 c. 予約時間ヒストグラム
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 3⽉8⽇〜31⽇の予約時間による頻
度を右に⽰す。最も多い予約時間は
１〜２時間である。

 改装前調査（2021年4⽉〜2022
年3⽉）との⽐較では以下が⾔える。
改装前には、30分以下の会議予

約の割合が、改装後に⽐べて⾼か
った。同様の事が30分〜1時間の
予約についても⾒られる。
改装前は会議室不⾜が顕著だっ

たため、短時間の予約が多かったが
、改装後は予約不要スペースが増
え、短時間で打合せしたい際のス
ペースに困らなくなったからと考えら
れる。
2時間以上の⻑時間予約は、改

装前調査の⽅が割合として多かっ
た。これは、会議室の予約を2時間
以内とするルールを徹底したものに
よるものと思われる。

2023年3⽉8⽇〜31⽇

2021年4⽉〜2022年3⽉
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5. オフィス改⾰実施に向けた取組 概要とスケジュール
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 職場環境を改善し望ましい働き⽅を実現するという⽬的のために、全職員の関⼼醸成、趣旨周知、
巻き込みを図るために、体制を整え以下の活動を進めた。

1. ⽂書削減活動（2022年12⽉〜2023年3⽉）
・・・ オフィス改⾰の準備として、⽂書を整理しつつ、廃棄と新書庫への移動を段階的に進めた。

2. 運⽤ルールの作成と周知（2022年2⽉）
・・・ シマ毎の緩やかなグループアドレスに係るルールを⽂書化し、局内に周知した。

3. 内閣⼈事局オフィス改⾰チームの結成（2022年11⽉〜2023年3⽉）
・・・ 各シマの代表者と事務局による改⾰チームを結成し、定期的に会議を開催した。

4. ワークショップの開催（2022年11⽉）
・・・ オフィス改⾰の課題を共有・協議し、職員の関与度を⾼めるワークショップを３回開催した。

5. オフィス改⾰ポータルの開設（2023年1⽉）
・・・ オフィス改⾰の進捗や作業、課題を共有するための局内ポータルサイトを開設した。

6. オフィス改⾰通信の発⾏（2023年1⽉〜3⽉）
・・・ オフィス改⾰に係る推進者のメッセージや改⾰の進捗を共有するニュースレターを定期的に発⾏した。

7. 企業視察（2023年1⽉）
・・・ 職員の関⼼醸成の⼀環として、⺠間企業の先進オフィスの⾒学会を３回開催した。

8. コミュニケーションデザイン部の結成（2022年12⽉）
・・・ オフィス改⾰を職員が前向きに、⾃分ごととして関わることができるよう、エンゲージメントデザインやチェンジ

マネジメント等の⼿法を⽤いてコミュニケーション・デザインを主導する部活を発⾜した。

※ 以上の活動は内閣⼈事局内にて推進し、明豊ファシリティワークスは助⾔や関連素材の提供を⾏った。



5-1. ⽂書削減活動
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 オフィス改⾰の準備として、⽂書を整理しつつ、廃棄と新書庫への移動を段階的に進めた。
 以下はペーパレス化の⽅針と進め⽅に係る職員向けガイド資料の抜粋。
 ⽂書削減活動のための周知⽂書は、デザインを意識し、誰が何をいつまでにやるか、わかりやすく⽰すこ

とが重要。



5-2. 運⽤ルールの作成
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 シマ毎の緩やかなグループアドレスに係るルールを⽂書化し、局内に周知した。
 運⽤⽅針と参考別紙は以下の通り。
 総括部局を巻き込むことが重要。



5-3. 内閣⼈事局オフィス改⾰チームの結成
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 各シマの代表者と事務局による改⾰チームを結成し、定期的に会議を開催した。
 チーム結成の趣旨書と、会合時の資料抜粋は以下の通り。



5-4. ワークショップの開催
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 オフィス改⾰の課題を共有・協議し、職員の関与度を⾼めるワークショップを３回開催した。
 ３回のワークショップには計89名が参加し、闊達な質疑や意⾒交換があった。抜粋は以下の通り。
 趣旨徹底のためには、はじめを丁寧にすることが重要。



5-5. オフィス改⾰ポータルの開設
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 オフィス改⾰の進捗や作業、課題共有
するための局内ポータルサイトを開設した。

 ポータルサイトのイメージは右の通り。
 レイアウト、⽂書整理⽅針、フリーアドレス

運⽤⽅針など、オフィス改⾰に関する情報
を網羅して、ワンストップで閲覧できる仕組
みとしている。



5-6. オフィス改⾰通信の発⾏
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 オフィス改⾰に係る推進者のメッセージや改⾰の進捗を共有するニュースレターを定期的に発⾏した。
 改⾰通信は９号、特別通信は４号を発信した。通信の抜粋は以下の通り。

改⾰通信 vol.1 改⾰通信 vol.3

特別通信 vol.1改⾰通信 vol.8



5-7. 企業視察
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 職員の関⼼醸成の⼀環として、⺠間企業の先進オフィスの⾒学会を３回開催した。
1⽉17⽇（⽕）□□□ 東京本社
1⽉18⽇（⽔）△△△ 品川オフィス
1⽉19⽇（⽊）○○○ 本社

 オフィス改⾰に後ろ向きである⼈ほど連れていくとよい。
 ⾒学時のイメージ写真は以下の通り。



5-8. コミュニケーションデザイン部の結成
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 オフィス改⾰チーム内に、オフィス改⾰を職員が前向きに、⾃分ごととして関わることができるよう、エンゲ
ージメントデザインやチェンジマネジメント等の⼿法を⽤いてコミュニケーション・デザインを主導する部活を
発⾜した。⾃分のオフィスとしての愛着醸成にもつながる。

 チーム結成の趣旨書と、会合時の資料抜粋は以下の通り。
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6. 今後について
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 局全体のオフィス改装が完了し概ね肯定的評価を得たが、これを維持し、改善すべき点は改善し、
かつ更に有効活⽤するために、以下を今後の課題として提案したい。

a. 電話の在り⽅の再考︓将来的には固定電話を廃⽌し、モバイルフォンの個⼈貸与が望ましい。

b. ペーパーレス化の更なる推進。過去書類の電⼦化と利活⽤、定期的な書類削減活動。

c. 局内の各担当を越えたコミュニケーションの⼀層の活性化を図る活動の継続。

d. 通信速度改善や利⽤できるデジタルツールの多様性も含めた、ITインフラの強化。

 今回の事後調査は改装直後に実施しているため、評価が安定しているとは⾔い難い。新しい環境
に慣れた⼀定期間後（例︓３ヶ⽉か半年後）、改めて評価アンケートを⾏うか、場所の使われ⽅
等の観察やヒアリングを⾏い、環境全般と働き⽅に係る改善・微調整を⾏うことが望ましい。

 また、今回のオフィス改⾰プロジェクトを通して実施してきた地道な職員コミュニケーションの⼿法と、そ
のために準備したさまざまな素材は、他の省庁が同種のプロジェクトを⾏う際の良きモデルとなる。オ
フィス改装と働き⽅改⾰に取り組む他省庁に対する好事例として普及・横展開していきたい。

 オフィスはそこを使う⼈たちのものだが、⻑い年⽉の間に利⽤者は⼊れ替わり、当初のコンセプトや意
図、熱意を維持し続けることは難しい。経年的劣化を避けるためにも、改装の趣旨や働き⽅改⾰の
意図に係る簡潔な素材をまとめ、新たに来られた⼈たちでもこのオフィスの考え⽅をスピーディに学べ
、使い⽅にすぐ慣れて頂けるように準備しておきたい。
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